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平成２７年10月19日
内閣府 事務局

革新的設計生産技術(全体進捗報告）

資料１－１
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生産・製造
技術確立

設計手法
確立

デライト製品
個人向け
福祉分野
シューズ等
産業向け
３次元電池
自動車部品
建設機械等

複雑造形
高精度・高速
新材料・機能
生産・製造技術

開発技術の機能表現・公開
（うれしさ、付加価値）

デライト試作、ユーザ価値評価（個人・企業）

2014年度 2018年度2017年度2016年度2015年度

価
値
指
標

研
究
テ
ー
マ
決
定

ステップ１

25.5億円 未定未定未定25.5億円

（Ｂ）革新的生産・
製造技術
の研究開発

連携 連携 連携

（Ａ）超上流デライト
設計手法
の研究開発

各テーマの
技術開発

地域連携技術
交流による
技術促進

開発技術機能
評価

（WS WG）

テーマ連携・
融合技術
技術実用化

イノベーション
スタイル

推進に向けて

プラットフォーム、
プロトタイプ作成

ﾃｽﾄﾕｰｽ・検証

ステップ２

改良

事業化・
実用化へ

＜全体工程表＞

ステップ１

１次評価

ステップ２
２次試作１次試作、原理検証

複雑現象ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
技術開発

１次連携

実証

実証

開発スケジュール
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5月

6月

7月

8月

9月

10月

第４回推進委員会からの主な活動
現場立脚型

リーダ：京都試作
センター

革新的
複雑造形

リーダ：TOTO
サブリーダ：産総研

PD,
SubPD
内閣府

●

加工技術の
複合化・知能化
リーダ：神戸大

超上流デライト
設計・生産

リーダ：東大

最適化
設計・生産

リーダ：理研
サブリーダ：阪大

革新的材料3D
造形

リーダ：東北大

●5/19＠阪大
異方性拠点開所式

●6/3＠京都産総研
ガラス部材加工●6/3＠阪大

レーザコーティング ●6/10＠東北大
スノースポーツ●6/12＠東大本郷

電解加工機

●5/28＠神戸大
ラバー価値共創

●5/20＠つくば産総研
双方向設計 ●5/26＠東大生研

ＡＭものづくり●5/28＠阪大
異方性カスタマイズ●5/29＠理研

全体俯瞰設計
●6/1＠東大本郷
デライトデザイン

●6/5＠横国大
超３Ｄ造形 ●6/16＠中部産総研

セラミックス造形
●6/16＠名古屋大
ソサエティ活用

●6/17＠山形大
デザイナブルゲル

●6/19＠東北大
フルイディック材料

●6/19＠岩手大
分子接合技術

●6/24＠長岡技科大
スーパーメタル

●6/25＠豊橋技科大
ナノ物質集積

●6/25＠京都工繊大
データマイニング

●6/26＠東工大
大田区協創

●10/19
推進委員会

●6/29＠富山ｷﾀﾑﾗ機械
CAM-CNC統合

●6/30＠岐阜多田精機
トポロジー最適化

●7/1＠金沢中村留工業
マルチタレット加工●7/1＠金沢大

バイオイノベーティブ

●6/26＠東工大
第2回研究クラスタWS

●7/1＠金沢大
第2回研究クラスタWS

●8/4＠つくば産総研
第2回研究クラスタWS

●7/28＠山形大
第2回研究クラスタWS

●7/22＠名古屋大
第2回研究クラスタWS ●7/29＠神戸大

第2回研究クラスタWS

PD,担当
SubPDは、
全24研究

テーマの視察
に参加

●5/15
推進委員会

PD,担当
SubPDは、
研究クラスタ
WSに参加

●7/8
運営会議

凡例

:拠点等設立
●現地視察
●研究クラスタWS

●主催会議等
●シンポジウム等

●10/23＠神戸大
連携拠点開所式

●

● ●9/4 @東北大
精密工学会シンポ

●9/17 公開シンポジウム／非公開ワークショップ ＠日本科学未来館 未来館ホール、イノベーションホール、会議室１̃ ３、展望ラウンジ
●9/18＠羽田
大田区協創視察

●7/17＠名古屋
ナノ物質集積研究会

●7/1 デライトデザイ
ンコンソ設立準備会
●7/24＠横浜
超3D造形シンポ
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２４研究テーマ研究現場視察、クラスタＷＳ等

帯川SubPD

安井SubPD

佐々木PD

善本SubPD

木村SubPD
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第２回運営会議および評価結果通知
第２回運営会議

通知内容

• 第４回推進委員会で提示した評価基準に基づいて２４研究
テーマのヒアリング、現地視察の評価結果について議論

• ２４研究テーマの増額要望案件（研究の加速、追加）につい
て議論

• 上記２点の議論から予算配分確定

• 評価項目それぞれに対する評価結果および総合評価
• 各項目に対するＰＤ、ＳｕｂＰＤのフィードバックコメント
• 予算配分額
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２０１５年シンポジウムの報告

• 公開シンポジウム参加者は401名。うち一般参加者は133
名、プロジェクト関係者は259名（政府関係者・来賓含む）、
報道関係者9名

• 非公開ワークショップへの参加者は177名。うちプロジェクト
関係者は155名

参加者数

• 一般向けアンケートへの回答71名のうち、一般参加者が41
名、プロジェクト関係者が30名

• 業種別でみると、回答者のうち68%（48名）が製造業

アンケート
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２０１５年シンポジウムの報告

設計関係, 3

生産関係, 8

電気関係, 3

情報関係, 
8

材料関係, 15

医療関係, 0

製造業（選択無

し）, 11

建設業, 0
運輸業, 0

卸売業, 1
金融業, 0

医療・福祉, 0 教育, 5

サービス, 2

公務, 4 その

他, 8

1.2. 回答者の業種（全体）


